
 

歯周病はせいぜい歯茎から血が出る程度の、軽い病気と思って

いませんか？ 

歯周病は重症化すると歯の喪失や、顎の骨を溶かす病気です。ま

た、生命に関わる重い全身疾患にも繋がっています。 

歯周病菌が作る毒素が血液中に入ることで、全身の健康に悪影

響を及ぼすためです。 

口腔内の健康と全身の健康は密接に関係しています。 

 

歯磨きをしているときや、何もしていない時でも歯茎から血が出ることはあり

ませんか? 

歯周病菌は赤血球ヘモグロビンの“ヘミン鉄”が大好物です。 

鉄分を得て歯周病菌は爆発的に増殖します。 

歯茎からの出血は要注意なのです！！ 

 

 

 

 

歯周病は、世界一感染者の多い感染症です。 

日本でも、35歳以上の約 8割が罹患しています。 

歯周病は決して中高年や高齢者の病気ではな 

く、若いうちからどのように対策をしていく 

かが非常に重要になります。 

歯周病は自覚症状に乏しい病気です。そのため、歯茎

が痛い・歯がグラグラする、といった自覚症状を感じ

てから治療を受けても手遅れになることが珍しくあ

りません。 

 

 

歯周病は初期の段階では確認できないことが多いです。 

早期発見のために、唾液中のヘモグロビン（Hb）を調べます。 

Hｂは歯周病による歯肉からの出血の指標となります。 

唾液一滴の検査を行うことにより、歯周病を早期に発見する 

ことが可能になります。 

判定 Hb測定値（μg/mL） 

A：異常なし 0～1.99 

B：要指導 2.00～4.19 

C：要医療 4.20～ 

のご紹介 

唾液一滴を郵送することで検査できます 
 

（15歳以上・永久歯、歯周組織に所見ある場合を歯周病とする） 

「平成 28年歯科疾患実態調査（厚生労働省）」より 

※1）歯石の沈着の項には、歯周ポケットが 4mm以上の者は含まない。 

※2）プロービング：歯周ポケットの深さを専門の器具で測ること。 

歯周病菌には 
赤血球ヘモグロビンの 
ヘミン鉄が必須栄養素 

出血すると 
ヘミン鉄の周囲で 
歯周病菌が増殖 

 
 

 


